
～第５回検討委員会の議事概要等～

新潟県交通政策局

資料１

＜第６回高速鉄道ネットワークのあり方検討委員会＞
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第５回検討委員会の議事概要（冒頭のみ公開）

■日 時：令和６年３月26日（火）10時00分～11時40分

■会 場：新潟県自治会館 ２階 201会議室

■出席者：委員17名／17名

■内 容：以下のとおり
１ 議事項目（資料に基づき、事務局（新潟県交通政策局交通政策課）から説明）

（１）第４回検討委員会の議事概要等

・ 課題への対応（各案の分野別の主な課題や、課題への対応）

・ 高速化手法の概略（前回検討委員会で検討対象となった案1－2、案３の高速化手法を

提示）

・ 今後の調査方針等について（今後調査・検討する事項、今後のスケジュール）

（２）高速化手法の詳細

・ 案１－２の糸魚川駅のアプローチ線や案３の短絡線ルートの検討、ほくほく線のト

ンネルや橋りょうの支障検証等を実施
（３）各案の比較検討

・ 各案の概算事業費や概略工期、所要時間、技術的な課題、県民に与える影響などにつ

いて比較検討できるよう整理

（４）今後の調査方針等

・ 令和６年度の検討委員会における調査・検討項目（需要予測、B／C、事業採算性等）

のほか、令和６年度における調査・検討のスケジュールについて説明
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第５回検討委員会の議事概要（委員からの主な意見要旨）

○ 調査結果については、一般の県民が判断できるような見せ方の工夫が必要。

○ 県民に分かりやすくするためには、定量的な部分と定性的な部分に加えて、高い
視点で検討していくことが必要。

○ 市民生活に何らかの影響があるものについては、（高速化の）メリットを享受で
きるようになるまでにどのようなデメリット・影響があるのか議論が必要。

○ 案１－１や案３は実現性の点でいうと貨物への影響が大きく、課題の重みづけが
必要。

○ 北陸新幹線は12両で運用しており、上越妙高から敦賀までの各駅はそれに合
わせた地上設備しか持ち合わせていないため、６両で運用するのであれば、分割併
合（車両を切り離したり、つなげたりすること）をどこかで行うなどについても検
討しなければいけない。

○ B/C に加えて定性効果を検討することは重要。

○ 国への働きかけにあたっては、事業を明確にすることや、県民の機運醸成が大事。

○ 経済合理性だけではなく、10年後、20年後の県民の暮らしがどうなっていくかを
考えなければいけない。

○ B/C のB については、徹底的に詰めることが多いが、もう一方のC については、
かなりアバウトであることが多いので、可能な範囲で検討を進めていくことが重要。



案1-1 案1-2 案２ 案３

信越本線・トキ鉄はねうまライン
ミニ新幹線化

信越本線・トキ鉄ひすいライン
ミニ新幹線化

信越本線既存線改良
北越急行ミニ新幹線化、
柏崎⇔長岡シャトル化

上越妙高～長岡間にミニ新幹線を走行する案
①信越本線（犀潟～宮内）の改軌（複線区間の片側を標準
軌に交換）
②信越本線（直江津～犀潟、宮内～長岡）、はねうまライン
（直江津～上越妙高）の三線軌化（ミニ新幹線・在来線の共
用化）
③長岡駅、上越妙高駅にアプローチ線整備（ミニ新幹線が
上越、北陸の両新幹線に乗入れ）

糸魚川～長岡間にミニ新幹線を走行する案
①信越本線（犀潟～宮内）、ひすいライン（糸魚川～直江
津）の改軌（複線区間の片側を標準軌に交換）
②信越本線（直江津～犀潟、宮内～長岡）の三線軌化（ミ
ニ新幹線・在来線の共用化）
③長岡駅、糸魚川駅にアプローチ線整備（ミニ新幹線が上
越、北陸の両新幹線に乗入れ）

上越妙高～長岡の線路を改良し、特急を走行する案
①短絡トンネル整備（越後広田～塚山、柿崎～柏崎）
②各箇所曲線改良等による速度向上
③長岡駅にアプローチ線整備（新幹線と在来線が同一ホー
ムで乗換）

上越妙高～浦佐間にミニ新幹線を走行。柏崎～長岡間に
直通の特急を走行する案
①短絡線整備（上越妙高～うらがわら、魚沼丘陵～五日
町）
②上越線（五日町～浦佐）の改軌（複線区間の片側を標準
軌に交換）
③ほくほく線の三線軌化（ミニ新幹線・在来線の共用化）
④上越妙高駅、浦佐駅にアプローチ線整備（ミニ新幹線が
上越、北陸の両新幹線に乗入れ）
⑤長岡駅にアプローチ線整備（新幹線と在来線が同一ホー
ムで乗換）

約1,200億円（約86ｋｍ）
※この他、既存新幹線設備改修費（車両基地・ホームド
ア）、車両開発・購入が別途必要

約1,500億円（約117ｋｍ）
※この他、既存新幹線設備改修費（車両基地・ホームド
ア）、車両開発・購入が別途必要

約2,000億円（約82ｋｍ）
※この他、車両購入が別途必要

約2,100億円（シャトル用の整備含む）（約72ｋｍ）
※この他、既存新幹線設備改修費（車両基地・ホームド
ア）、車両開発・購入が別途必要

15～17年程度 19～21年程度 13～15年程度 8～10年程度

【ミニ新幹線】
・５往復／日運行（最大６往復／日程度設定可）
・停車駅は、上越妙高、直江津、柏崎、長岡
【在来線の列車・貨物列車】
・複線区間の単線化により、列車が時刻変更、所要時間が
増大

【ミニ新幹線】
・同左
・停車駅は、糸魚川、直江津、柏崎、長岡
【在来線の列車・貨物列車】
・同左

【特急】
・８往復／日程度の列車が設定可能
・停車駅は、現行どおり（上越妙高、直江津、柿崎、柏崎、
長岡）

【ミニ新幹線・シャトル列車】
・いずれも８往復／日程度の列車が設定可能
・ミニ新幹線の停車駅は、上越妙高、十日町、浦佐、長岡
・シャトル列車の停車駅は、柏崎、長岡
【在来線の列車・貨物列車】
①ほくほく線
・ミニ新幹線により、列車時刻が変更、所要時間が増大
②上越線・信越本線
・ミニ新幹線やシャトル列車により、列車時刻が変更

21分程度（▲４分） ―

57分程度（▲9分） ― 54分程度（▲12分） 55分程度（▲11分）

１時間21分程度（▲37分） ― １時間31分程度（▲27分） １時間18分程度（▲40分）

１時間19分程度（▲24分） ―

― １時間31分程度（▲55分） １時間59分程度（▲27分） ―

３時間31分程度（▲55分） ３時間32分程度（▲54分） ４時間12分程度（▲14分） ３時間28分程度（▲58分）
・上越妙高～直江津間で工事による運休に伴うバス代行
（3～4年想定）
※妙高高原～上越妙高間も運休の可能性あり
・信越本線単線化や三線軌化に伴う信号等の電気設備の
複雑化
・新たなミニ新幹線車両の開発（在来線直流区間乗入れ）

・信越本線、トキ鉄ひすいライン単線化や三線軌化に伴う
信号等の電気設備の複雑化
・新たなミニ新幹線車両の開発（在来線直流区間への乗入
れ）

・短絡トンネル区間は、可燃性ガス、原油等の湧出の可能
性があり、整備が難航のおそれ

・魚沼丘陵～うらがわら間で工事による運休に伴うバス代
行（5～6年想定）
※代行バスは、列車の倍以上の時間を要する
・上越妙高～うらがわら間の短絡線の区間は、軟弱地盤、
地すべり地帯のため、整備が難航のおそれ
・ほくほく線三線軌化に伴う、長大なスラブ軌道区間の改軌
工事や橋梁、トンネル等の構造物改良の調査が必要
・上越線単線化に伴う信号等の電気設備の複雑化
・新たなミニ新幹線車両の開発（在来線直流区間への乗入
れ）

・上越妙高駅でのスイッチバックが必要
・三線軌のメンテナンスに高度な技術が必要であり、対応
する要員も必要
・信越本線区間の風、雪等の影響によるダイヤの乱れ
・単線化による異常時ダイヤ乱れの影響拡大、運転整理
（ダイヤの乱れをもとに戻すためのダイヤ変更）時間の増
大
・生活交通としての在来線列車の利便性低下（所要時間の
増大）
・貨物列車のダイヤ変更が必要で、影響が広範囲に及ぶ
・踏切安全対策の検討が必要

・三線軌のメンテナンスに高度な技術が必要であり、対応
する要員も必要
・信越本線区間の風、雪等の影響によるダイヤの乱れ
・単線化による異常時ダイヤ乱れの影響拡大、運転整理
（ダイヤの乱れをもとに戻すためのダイヤ変更）時間の増
大
・生活交通としての在来線列車の利便性低下（所要時間の
増大）
・貨物列車のダイヤ変更が必要で、影響が広範囲に及ぶ
・踏切安全対策の検討が必要

・直江津～長岡～新潟間の直通特急列車廃止に伴う利便
性低下
※関西方面⇔新潟方面への移動は現行と同じ２回乗換が
必要
・短絡トンネル整備により、ルートから外れる既存路線や駅
の取扱い

・直江津～長岡～新潟間の直通特急列車廃止に伴う利便
性低下
・三線軌のメンテナンスに高度な技術が必要であり、対応
する要員も必要
・生活交通としての在来線列車（ほくほく線）の利便性低下
（所要時間の増大）

整備上の課題

整備後の課題

　　　　　　　　　運行計画
※現行ダイヤでの列車本数維持を前提
※ミニ新幹線、特急は６両編成を想定
※ミニ新幹線は、既存新幹線と連結しない
想定

所
要
時
間

現
行

・柏崎～長岡：25分

　・糸魚川～新潟：２時間26分
（特急しらゆき、北陸新幹線利用）

新大阪～新潟（想定）：４時間26分

23分程度（▲２分）

・上越妙高～長岡：1時間６分

・上越妙高～新潟：１時間58分
（特急しらゆき直通）

・直江津～新潟：１時間43分
（特急しらゆき直通） １時間９分程度（▲34分）

概略工期
※用地交渉期間は含まない

令和４年度～令和５年度　高速鉄道ネットワークのあり方に係る調査結果について

概略ルート

整備概要

　　　　　概算工事費（工事延長）
　　※用地費は含み、管理費・消費税は除く
　　　 整備後のメンテナンス費用除く
　　※バス代行（案1-1、３）は含む

②

①

②

②

③

③

②
②

①

①

③

③

①

①

②

②

③ ①

⑤

④

②

④
④
③

公表用 R6.3.26 第５回検討委員会 配布資料

 3


